
 

1 

  

令和２年９月３０日 男女共同参画推進本部会議 
 
開催日時  令和２年９月３０日（木） 午前９時４５分から午前１０時２５分まで 

開催場所  全員協議会室 

出 席 者  山本副市長、総合政策部長、総合政策部理事（公社担当）兼危機管理監、総合政策部理事

（草津未来研究所・経営戦略担当）、総務部長（兼法令遵守監）、まちづくり協働部長、環境経

済部長、健康福祉部長、子ども未来部長、都市計画部長、技監、建設部長、上下水道部長、

教育部長、教育部理事（学校教育担当）、議会事務局長（代理） 

欠 席 者  なし 

議事概要  下記のとおり 

 

１．議 題  

（１）第４次草津市男女共同参画推進計画策定について【協議】 

                                                 【資料：資料１～資料８】 

【事務局から説明】 

・資料１～８に基づき説明。 

 

【主な質疑・意見】 

・数値目標についてどの施策の内容に対しての数値であるのか。 

⇒９ある基本方針ごとに少なくとも１つは数値目標を設定した。 

・各施策に対応していないのか。対応しているものが分かるように資料をまとめてはどうか。 

⇒数値目標の資料に、対応する施策を明記する。 

 

・基本方針の「８ 男性の家庭生活や地域活動への参加促進」について、家庭生活については理解できる

が、地域活動については男女とも参画が必要であり入れなくてもよいのではないか。 

また、男性の地域活動への参加促進も方針に含むなら本文中（ｐ３９）にも、その旨の表記をしておくべき。 

⇒アンケート調査結果等からの課題でこの方針を新たに設定したが、再度、検討する。 

 

・数値目標について、３分の２が５年に１回しか分からない数値となっていることに対してどう思うか。 

・進捗管理を毎年度表すアウトカム指標としては、毎年度確認できる数値目標が多い方が良いのではな

いか。 

⇒幹事会でも同様の意見もあり各目標に１つは数値が毎年度分かる項目を設定した。 

・県や国の計画を参考に再度数値目標に関しては整理してはどうか。 

・目標３の数値目標について、相談件数についての数値目標は難しく、件数が上がればいいのか、下がる

方がよいのか目標をどのように設定し、その理由の説明も納得されるものにしていかなければならない。 

⇒相談件数は、数値目標の１２の「相談場所を知っているか。」また、１３の「DV被害をどこにも相談しなか

った人の割合」の結果とセットで評価を考えている。 

・この数値目標については、再度検討してほしい。 

⇒検討する。 
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（２）草津市立男女共同参画センターの愛称募集について 【報告】            

                                                     【資料９】 

【事務局から説明】 

・草津市立男女共同参画センター愛称募集について説明。 

【主な質疑・意見】 

・特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページのお問い合わせ 

 概要作成担当   草津市 総合政策部 男女共同参画課 男女共同参画係 

    電話      077-565-1550 

    ファックス   077-561-2489 

    メール     danjo@city.kusatsu.lg.jp 


